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近鉄10100系＜新ビスタカ ー＞三重連9両セット説明書
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10-1911
KINTETSU RAILWAY 10100 SERIES 

"VISTA CAR" 

※ケースは車両の保管用です。

△〈ご注意〉
●この商品は8歳以上のお客様にお楽しみいただける商品です。
●この商品をご使用の際には、 鉄道模型専用の竃源（パワーパック）を

お使いください。
●この商品は精密模型ですので、 ご使用の際にはお気を付けください。
●この説明書の「Nゲージ車両の取リ扱いについて」もよくお読みください。

ご不甲な点は下記までお同い合わせください。
●KATOお客樺サービス係Tel.03-3954-2503 
製品についてのお問い合わせはお買い求めの販売店へご相談ください。

●近畿日本鉄道（株）商品化許諾済

■実車の紹介
近畿日本鉄道（近鉄）10100系は昭和34年（1959)に登場した 、 名阪
直通特急用電車です。咆和35年(1960)1月の本格的なダイヤ改正で
名阪ノンストップ特急（甲特急）に投入、 最高速度110km/hのノンス
トップ運転が行われました。展望性に優れた二階建て電車は鉄道
ファンのみならず一般乗客からも脚光を浴びるほどの一世を風靡し
た車両で、 10000系くビスタカー＞に続く特急車として、 く新ビスタ
カー＞の愛称が付けられました。
二階建て中間車を挟んだ連接構造の3室体編成で、 流線形先頭車と
貫通形先頭車の違いによりA綱成•B編成•C綱成に区別され、 運用
に応じた組み合わせで組成されました。出力125kwの主電動機を名
台車に2基搭載、 100km/h以上で33%,（パーミル）の上り勾配を走破
できる性能を有します。その後、 旅客利用状況の変化から名阪ノンス
トップ特急以外の乙特急運用や名伊特急、 阪伊特急などにも充当さ
れる など活躍の範囲を広げ、 また他形式との併結運転も頻繁に行わ
れました。
昭和42~50年(1967~1975)にかけて一郎綱成へのスナックコ ー

ナーの設置トイレ・洗面所の移設などによる窓配置の変更や先頭
車への排障器の追設など、 外観上の変化が生じ つつも活躍を続けま
した。後継形式の登場などにより昭和54年(1979)に引退すること
が決定、 それまで見られなかったA+C+B編成の三重連による記念
運転が昭和53年(1978)3月以降に名古屋～鳥羽閤、 上本町（当膊）～
鳥羽閻で行われたほか、 引退の年の翌年7~8月にかけては記念ヘッ
ドマークを取り付けた

“

さよなら運転
”

として同様の三重運が名古屋
～鳥羽周で運行され、 花道を飾リました。
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■ご使用の前に
このたびは、KATOの近鉄10100系く新ピスタカ ー ＞三重連9両セットをお求めいただきまして、誠にありがとうございま
した。Nゲージ鉄道模型は精密にできております ので、 ご使用 の前にこの説明書 をよくお読みになって、 ご愛用いただきま
すようお願いいたします。 また、 近鉄10100系く新ビスタカ ー ＞ （改装形） C編成3両セット（品番10-1910) もございます
ので、ぜひお買い求めください。

■編成例

10305 103 18 10310 

□□[―A2こ＿＿�l_::―C5こ＿＿宣ul＿□：__ 8B号：成�

●編成パターン

［ （ 

（ 「 | 
◄ 難波 ・ 上本町 ・ 京都

■ セット内容

車両品番 品名 号車番号
14081-4 10105 1号車
14082-9 10205 2号車
14083-6 10305 3号車
14084-6 10118 4号車
14082-A 10218 5号車
14083-7 10318 6号車
14084-7 10110 ワ号車
14082-B 10210 8号車
14085-4 10310 9号車

口は本製品、口は3両セット（別売） の内容です。

標準装備 匪l オプション

;o （全車共通） （全車共通）

全〇（消灯スイッチ付） §日 6a →�直側のみ）
言〇（消灯スイッチ付） 噌�（先頭側のみ） 需11-211

(11-212) 

西
；〇（消灯スイッチ付） 0i oa 會（先頭懃I/)み）

m 噌�（鑓側のみ）

;o 

名古屋 ・ 鳥羽 ・ 奈良 ►

■表示マークの解説
・ 標準装備
G：モ ータ ー 付き動力車
西：フライ ホイ ー）レ
言0：ヘッド／テー）レライト点灯
西：サスペンション
會’:KATOカプラー密連形＃2

新性能電車用※

1

•圃オプション
需：LED室内灯クリア PAT

Im: DCC ※ 2デコ ー ダPAT

※1 KATOカプラー密連形＃2新性能電車用は、
KATOカプラー密連形KATOカブラー伸縮
密連形には連結できません。

※2DCCI迂ジタルコマ冴勺冴ロー）切略です。

■付属品
・ ジャンパ栓 ・ ・•2 •特急マ ー ク・ ・•2 •特急マ ー ク枠 ・..2 .特急マ ー ク用ホロ ・.. 4 ・ 行先表示板・..3 

•さよなら運転ヘ ッ ドマ ー ク・ ・ ・1 .回送札 ・ ・ ・1 ・号車番号 シール ・ ・ ・1 ・ 消灯スイッチ切り替え用 ドライバー ・ ・ ・1

■オプションについて
全車にLED室内灯クリア（品番11-211)の取リ付けが可能です。また、お得なLED室内灯クリア6両分入り（品番11-212)も
ございます。取り付ける際は、製品の説明書と裏面をご覧ください。

■DCCフレンドリ ーについて
本製品は、 DCCデコ ー ダの搭載に対応したDCC フレンドリー 製品です。FR11（室内灯用 ・品番29-353)、FL12（ 先頭車
の ヘッド／テール ライト用 ・品番29-352)、EM13（ 動力車用 ・品番29-351)を加工なしで搭載でき簡単にDCC化ができます。
取り付け の際は、製品の説明書と裏面をご覧ください。

■模型仕様
・ 全長：986mm(9両） •最小通過半径：R2 4 9 ·標準通過勾配：4% ・ 消費電流DC（直流）12V時：O．ワ2 A

■Nゲー ジ車両の取り扱いについて
・ 運転はDC（直流）12V以下で行ってください。なお、AC（交流）を走行 用には絶対に使用しないでください。
・ 脱線やショ ートした場合はただちにパワ ー パックのプラグをコンセントからぬいて、電源を切ってください。

また、すみやかに原因を取り除いてから復 1 日してください。
・ 運転の前に、線路についた綿ボコ リはハケのような もので必ず取り除いてください。車両の故障原因となります。運転の

前後には、レ ー）レの上面をやわらかい布にユニクリーナー（品番24-023)をつ けて磨き、その後乾拭きをしてください。
・ 動力車から異常音が出るようなときは、ギア部分にユニクリーンオイル（品番24-021)をごく少量（ノズ）レの先に軽く

一滴）注油してください。 その際に、 モ ータ ー や集電 シュ ー 、台車集電板には決して 注油しないでください。



■車両の連結・切り離しについて

連接部分を連結する場合 連接部分を切り離す場合

ジョイント
-— , 

2階建て車両から出ているジョイントを連接ホロのすき間に差し ①連接ホロを押さえて、②お互いの車両を引き離します。
込み、カチッというまで押し込みます。

先頭車どうしの、連結切り離しをする場合

連結する場合- -

： - -
切り離す場合

連接ホロ

連 結： 車両を直線線路上にのせて軽く突き当てます。

切り離し ：直綜線路上で、王両を反対方向に引き離します。

※連結したままの状態で左右にひねらないで ください。
※無理に引っ張ることはおやめください。

■ヘッド／テールライト消灯スイッチの取り扱い方(10305·10118· 10318)

↑ 
運転台飼

10305·10118·10318にはヘッド／テー）レライト消灯スイッチが付
いています。ヘッド／テー）レライトを消灯する際は、運転台側台車の後ろ
側にあるスイッチを付属のドライバーで確実に操作してください。 車体裏面

スイッチ

■号車番号シールについて
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印刷済み番号の
上に貼リます。

●号車番号を変更する際は、付属のシー）レを車両の印刷済み番号の上に重ねて貼ってください。
シー）レは枠の内側をカットしてください。
カットする際は、手指等を傷付けないよう十分にご注意ください。



■付属パーツの取り付け方（先頭車）

吃、パーツはお好みに応じて 取り付けてください。取り付け の際は、付属パーツをカッタ ーナイフなどで

切

リ残しがないようていねい
('--フノナー からカット してください。
カットする際は、手指等を傷付けないよう十分にご注意ください。

（使表：三

回送札

，口且

さよなら運転ヘッドマーク

さよなら運転ヘッドマーク ―::へ＼＼

特急マークをはずします ＿」ミ三

行先表示板�／＼

累雲。択へ量送札ーシ

こ

●特急マー クを取り付ける際は、装着済み の前面ホロを
はずして から取り付けます。

●ジャンパ栓は①を10305·10318へ、②と ③を組み
合わせたものを10118 • 10110へ、図を参考に車両
へ取り付けてください。ジャンパ栓を取り付けると カプ
ラ ーが固定され曲線を通過できない場合がある ので、
他編成と 連結して走行する場合 は取り付けないでくだ
さい。

特急マーク

こ

ジャンパ栓① ジャンパ栓②

シD

三

前面ホロを
はずします

どちらかを選択してく

行

細かい郎品な ので、
紛失にご注意くださ
い。取リ付けにはピ
ンセットなど を ご使
用ください。

ジャンパ栓③
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●ジャンパ栓の取り付け

ジャンパ栓は図の位置に以下の方法で取リ付けます。
連接飼台車付近のボディを広げるようにして 床板を浮か
せ、床板を連接側にずらして ジャンパ栓を取リ付けます。
取L）付けが終わったら車両をもとに戻して完了です。

杖IIYI I日
ジャンパ栓②・③

(1 0 11 8 • 1 011 0) 
ジャンパ栓①

(10305·10318) 



■LED室内灯・室内灯用DCCデコ ーダ（別売）の取り付け方

別売のLED室内灯•電車形室内灯用DCCデコ ーダFR11（品番29-353)を取り付ける際は、袈品の説弔書とあわせて以下の説明をご覧ください。
取り付けに、基板ホルダーは使用しません。また、2階建て車については、車両に装着済みの照弔板を使用します。

●基板の加工
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●集電シューの取り付け
集篭シューを下のように折り曲げ
てバネのようにします。

先頭車

曲 げ加工をした集電
シュ ーを右のように車
両へ差し込んで取り付
けます。

（集電シュー飼面•原寸大）

室内灯に付属の
集電シュー

下の組み込み参考写真も
確認してください。

→ 

2階建て車
2階イスに集電シューを
差し込み写真のように
集電シューを曲げます。

●基板•DCCデコーダの取リ付け

まず、照明板を取り付け、加工を
した基板を先頭車・2階建て車、
それぞれ次のように逆さにした
ボディヘ組み込みます。
組み付けた基板 • DCCデコ ー ダ
がズレないようにボディ を逆さ
にしたまま床板を取リ 付けて作
業は完了です。

先頭車

2階建て車

熙甲板

→ 

し
電

差
集

差し込んだ集電シューが既存のシューと
ポディとの周になるようにしてください。

DCCデコーダを取リ付ける場合

は

、
基板の上に組み付けます。

DCCデコーダを取り付ける場合

は

、
基板の上に組み付けます。

DCCデコーダ

DCCデコーダ

●組み込み参考写真
※写真の車両は、説明のためボディをカットしてあります。
※点線は組み込み前の状態です。

室内灯の場合 室内灯＋DCCデコ ー ダの場合

先頭車

2階建て車




